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〈
会
員
著
書
紹
介
》

西
丸
妙
子
著

私
家
集
全
釈
叢
書
9

『檜
垣
嬬
集
全
釈
』

『
檜
垣
嬬
集
』

は
、
平
安
時
代
を
通
じ

て
稀

に
見
る
、
九
州
を
舞
台

と
す
る

地
方
色
豊
か
な
歌
集

で
あ

る
。
ど

の
系
統

の
本
文
に
よ

っ
て
も
わ
ず
か
三
卜
首

前
後

の
作
品

で
あ
り
、
歌
数
が
少
な

い
だ
け

に
、

一
首

一
首

の
歌

の
吟
味

が
重

要
と
な

る
が
、
本
書

で
は
、
穂
久
遭
文
庫
蔵

『檜
垣
嬬
集
』

を
底
本

と
し
て
、

極
め

て
詳
細
な
語
釈
、
お
よ
び
人
物

・
地
名
を
は
じ
め
と
す
る
考
証

が
、
幅
広

い
視
野
か
ら
な
さ
れ

て
い
る
。

解
説

に
お

い
て
は
、
従
来

の
檜
垣

の
人
物
像
や
、
『檜
垣

嬢
集
』
の
成
立
論
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
新
見
を
提
出
し

て
い
る
。
『
檜
垣

嬬
集
』
は
、
従
来
、
伝
諦
歌

の
集
成
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
が
主

で
あ

っ
た
が
、
著
者
は
、
『檜
垣
嬢
集
』
に
お

い
て
想
定

さ
れ
得

る
の
は
、
「編
者
」
と

い
う
よ
り

は

「
作
者
」
と
呼
ぶ

べ
き
存

在

で
あ
り
、
歌

は
、
主
と

し
て

『檜
垣
嬬
集
』

の
た
め

に
作
ら
れ
た
も

の
と
見

る
。

そ
し
て
、

「伝
講

や
先
行
文
学
作
品

で
知
ら
れ

て
い
た
女
性

に
擬

し

て
」

「才
女
落
醜
物
語
を
仕
立

て
る
と

い
う
意
図
」

で

「
男
性

に
よ

っ
て
創
作

さ
れ

た
」
「
歌
物
語
」
的
家
集

で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す

る
と
と
も

に
、
様

々
な
蓋
然
性

か
ら
、
『
檜
垣
娼
集
』

の
作
者
と
し

て
、
源
重
之

の
可
能
性

を
想
定

し

て
い
る
。

『
後
撰
和
歌
集
』
『大
和
物

語
』
の
檜
垣

の
イ

メ
ー
ジ
を
も
と

に
、
清
原
元
輔
と

そ

の

一
族
を
歌
集

の
中

に
取
り
込
み
な
が
ら
、
『桧
垣
堰
集
』
独
自

の
檜
垣
像
が

形
成
さ
れ

て
い
る
と
い
う
見
方

も
、
卓
見

で
あ

る
。

ま
た
、
檜
垣
堰
伝
説

を
近
世

の
も

の
ま

で
収
集
し
、
「
伝
説

に

つ
い
て
の
資
料

(
近
世
ま

で
)
」
と
し

て
ま
と
め

て
あ

る
の
は
、
近
世
文
学
研
究
者

に
と

っ
て
も

有
益

で
あ
る
。

更

に
索
引

で
は
、
「
和
歌
五
句
索
引
」
の
他
、
懸
詞

に
も
配
慮
し
た
歌

と
詞
書
日

の

「
語
彙
索
引
」

を
付
載
し
、
利
用
者

の
便
を
図

っ
て
い
る
。

(平
成

二
年

五
月

風
間
書
房

A

5
判

二
○
九
頁

四
九

四
四
円
)

中
野
三
敏
校
注

新
日
本
古
典
文
学
大
系
81

『
田
舎
荘
子

・
当
世
下
手

談
義

・

当
世
穴

さ
が
し
」

岩
波
書
店

の
新
日
本
古

典
文
学
大
系

の

一
冊
と
し

て
出

さ
れ

た
本
書
に
は
、

次

に
示
す
よ
う
に
、

五
編

の
談
義
本

が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

『
田
舎
荘

子
』

『労

四
狂
」

『当
世
下
手
談
義
』

『当
世
穴

さ
が
し
」

『
成
仙
玉

一
口
玄
談
』

更

に
、
『
労

四
狂
』
の
作
者

で
あ
る
自
堕
落
先
生

の

『風
俗
文
集
』
が
付
録
と

し

て
収
録
さ
れ

て
い
る
。

先
年
飯
倉
洋

一
氏

に
よ

っ
て

『
田
舎
荘
子
』

が
叢
書
江
戸
文
庫

『
侠
斎
樗
山

集
』

に
収
め
ら
れ
た
以
外
は
、
翻
字

さ
れ

た
も

の
は
あ

っ
た
も

の
の
、
掲
載
さ

れ
た
も

の
が
そ
れ
ぞ
れ
雑
誌

で
あ

っ
た
り
叢
書

で
あ

っ
た
り
と

一
覧

に
不
便

で

皿
48

「



あ

っ
た
が
、

こ
の
よ
う

に
ま
と
ま

っ
た
か
た
ち
で
正
確
な
翻
字

が
提
供

さ
れ

た

事
は
歓
迎

さ
れ
よ
う
。
更

に
談
義
本

に
詳
細
な
注
が
付
さ
れ
た

の
も
初
め

て
の

事

で
あ
り
、
味
読

に
便
な

ら
し
む

る
も

の
で
あ

る
。

収
載

の
書
目
を
見
れ
ば
分

か
る
通
り
、
『
艶
道
通
鑑
』
と
と
も

に
著

者

の
言
わ

れ
る

「広
義

の
談
義
本
」
の
噛
矢
と

さ
れ

る

『
田
舎
荘
子
』
に
始

ま
り
、
「狭
義

の
談
義
本
」

の
出
発
点

で
あ
り
そ

の
後

の
談
義
本
を
方
向
付

け
た

『当
世
下
手

談
義
』
を
お

さ
え
、
そ
の
談
義
本

の
流
れ

の

一
つ
の

「穴

さ
が
し
」
も

の
の

『
当

世
穴
さ
が
し
』

に
到
る
と

い
う
よ
う
に
、
本
書

は
談
義
本
史
を
概
観
す

る
構
成

に
な

っ
て
お
り
、
さ
ら

に
談
義
本

の
な
か

で
も
特
色

の
あ

る

『
労

四
狂
』
と

『
成

仙
玉

一
口
玄
談
』

が
加

え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と

は
、
解
説

に

「
談
義
本
略

史
」

と
う
た

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も

う
か
が

え
よ
う
。
即
ち
、
解
説
を
参
照
し

な
が
ら
収
録
作
品
を
読

み
進
め
ば
、

お
の
ず
か
ら
談
義
本

の
盛
衰
を
知
る
事
が

で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

本
書

に
よ

っ
て
、
専
門

の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん

一
般

の
読
者

に
も
、

い
ま
ま

で
あ
ま

り
注
目
さ
れ
な
か

っ
た
江
戸
中

期

の
戯

作
が
見
直

さ
れ
る
こ
と

が
期
待

さ
れ

る
.(平

成
二
年
五
月

岩
波
書
店

A
5
判

四

一
八
頁

三
三
〇
〇
円
)

奥
村
三
雄
著

『方
言
国
語
史
研
究
』

本
書

は
、
「
文
献
国
語
史

に
対
立
す

る
方
法
論
的
概

念
」
と

し
て

「
方

言
国
語

史
」
を
提
唱
す

る
著
者

が
、

そ
の
理
論
か
ら
実
践
ま

で
を
、

一
冊

の
本

に
ま
と

め
た
も

の
で
あ

る
。
章
立

て
を
次

に
掲
げ

る
。

第

一
章
i
方
言
国
語
史

第

二
章

=
方
言
国
語
史

の
方
法

第
三
章
「
方
言
分
布

相
か
ら
史
的
考
察

へ
1
周
圏
論
的
分
布
を
中
心

に

第

四
章

ー
方
言
系
譜
論
i
方
言
国
語
史
学

の

一
環
と
し

て

第

五
章
ー
方
言
国
語
史
と

日
付

第
六
立早
⊥
力
言
国
語
史
的

に
見
た
南
島
方
言

(
1
)

第
七
章
-
方

言
国
語
史
的

に
見
た
南
島
方

言

(
Ⅱ
)

第
八
章
-
方
言
国
語
史
的

に
見
た
日
本

語
諸
方
言

第
九
章

ー
万
言
国
語
史
と
文
献
国

語
史

の
連
繋

序
文

・
第

一
章

・
第

二
章

に
お

い

て

「
方
言
国

語
史
」

の
概

念
や

そ

の
意

義

・
方
法
が
説
明
さ
れ
た
後
、
第

三
章

以
下

で
詳
し

い
考
察
が
行
わ
れ
る
。
そ

の
長
所

・
短

所
を
ふ
ま
え
な
が
ら
の
考
察

は
、
近
畿

・
九
州

・
南
島
方
言
等
を

中

心
に
語
彙
的
現
象

・
音
韻
的
現
象

・
文
法
的
現
象

(形
態
論
的
現
象
)

と
多

岐

に
わ
た

っ
て
お
り
、
「
方
言
国
語
史
」
的
方
法

の
持

つ
、
大
き
な
可
能
性

が
示

唆

さ
れ
る
。

そ
の
具
体
的
調
査
結
果

・
考
察

の

一
々
に
も
価
値
が
あ
る
こ
と
、

勿
論

で
あ

る
が
、
特

に
、
南
島
方
言

に
見
ら
れ
る
イ
列

・
工
列

・
オ
列

の
甲

・

乙
類
区
別
=

い
わ
ゆ

る
特
殊
仮
名

遣

い
ー
傾
向

の
指
摘

(第
六
章
)

は
、
貴
重

な
も

の
と

い
え
よ
う
。
更

に
、
第
九
章

で
は
、
「方

言
国
語
史
」
的
方
法

に
よ

っ

て
得
ら
れ
た
推
論
を

「文
献
国
語
史
」
的
方
法

に
よ

っ
て
検
討

す
る
等
、
「
方
言

国
語
史
」
と

「文

献
国
語
史
」

の
成
果
と
を

つ
き
あ
わ
せ

る
こ
と

に
よ
り
、
手

堅

い
論
が
展
開
さ
れ
る
。

な
お
、
本

書
は
論
文
集

で
は
な

い
が
、
論
述

の
内
容
が

「
方
言
国
語
史
」

の

あ
ら
ゆ
る
面

に
わ
た
る
と
い
う
性
格
上
、
既
発
表
論
文
と
関
係
す
る
部
分

も
多

い
。

こ
れ

ら
関
係
論
文

に

つ
い
て
は
、
後
書
き

に
お

い
て
、
本

書

の
章
立

て
と

対
比
す

る
形

で
列
挙

さ
れ

て
い
る
。

(平
成

二
年
九
月

東
京
堂
出
版

A
5
判

八
四
二
頁

一
五
四
五
〇
円
)

リ
49

「


